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きれいな言葉 も、お手本があ るん じゃな くて、つ くり出す もの じゃないか。
D.キ ーンとの対 談 「反劇的人間」(1)
安部公房の 「もぐら日記」の大部分は、言葉の本質についての思考である。たとえば、9月11
日水曜日(1985年 の 日付けでつぎのようなことを記 したのである。)
"言葉の体系
、構造、機能、意味を、総体 として把握するのは難 しい。そもそも 〈把握〉 とい
う作業そのものが 〈言葉〉の機能の一部だからだ。言ってみれば鏡に鏡を映すような作業だ。映
して出されるものは無にすぎない"(2}。そういうふ うに安部は、国際会議で講演するために思考
の道筋をきちんとしていこうとしている。その講演の下書 きを 「技術 と人間」という題名で 「も
ぐらの日記」にいれた。またその講演の内容にも、ことばが本筋になっている。
「じつ を言 うとしばらく前から、現代の混沌を解読する鍵としてことばの謎の解読に注目しは
じめていたのです。」 また四行 目に 「自分の行動と対象の変化 を、因果関係 として総体的に掌握
することです。〈ことば〉 の力を借 りなければ出来ることではあ りません」 と安部が書いてい
る。〔3)
安部公房 は、言語理論についてかなり執着 していた。(4.でも興味をもったのは、言語 と大脳皮
質の関係 くらいである。とにか く分か りきった問題ではなかったといえる。晩年、安部は、クレ
オールとい う概念 を見つけて自分の文学がクレオール的なものだと思ったか もしれない。〔5)(こ
の場合は、クレオルと言 う言葉の意味は、もとの意味とは、だいぶ違って しまったのである。)











ご承知の通 り、すでに瀬沼茂樹 は 「現代文学」(昭 和8年 〉の第一章 〈モダニズム文学の発
生〉(6)で、新 しい文学の風潮を担った若い世代の作家たちについては、既成レアリズムか らの脱
却 と、マルクス主義の社会変革の思想にたいする対抗意識において、「精神の革命」を主張 して
新 しい小説を生んだというのである。そ して新しい物質的な生活のうちに入 り込むことによって、
「精神の革命」をもたらそうとした。それは近代機械文明と都市生活との性格を強 く反映する結
果 となった。いうまでもなく 「精神の革命」は、プロレタリア文学者の社会主義者の 「社会の革
命」にたいして論争的な態度を表す ようである。アヴァンギャル ドの思想を受け継いだ文学者は、




作品は、ジョイスの 「意識の流れ」の技法を模倣 しながら、フロイ トの潜在意識の分析方法を小
説に応用して、知的な新心理主義の方法を主張した。かれの試みは、海外の模倣であるが、新 し
い技法、思考、主人公などの描写の試みがつぎの世代のために言葉の変化(革 命 といってもいい









安部公房は精巧な文章表現で効果 を出すことに成功 している。その中で事物はしば しば抽象的
概念化 し、あるいはまた逆に抽象的概念 は記録作家的手法により具体的に描出され、歴然とした
形で受け取ることができるのである。安部はカオスを打ち崩して元来の簡単な要因に分解 して、
見せ掛けや嘘 ・欺瞞をふるいわけながら新 しい秩序 を導入 していった。世界を改造することの出
来る言葉に行動の意義を取 り戻せ るような、つらい努力をしつづけた、断固たる、妥協 しない作









にたいして適応 しなければならない。そ してそのことは、 うたがいもな く安部の世界の ドラマツ
ルギーのもっとも重要な源泉である。もしもなにか得体の しれない、匿名の、設定されたプログ
ラム通 りに自動的に行動する、自動制御の力の圧迫に直面 して、自分に必要な他者を見つけるこ


























た対立)。安部は花田理論の影響で リルケから受け取 っていた事物に関する思想 を活かして独 自
のアヴァンギャル ドの文学を創作 していた。外部の世界と内部の世界 との両方を同時に眺め、そ
のあいだの対応をとらえようとした。結局花田た言われたとおり即物的にかつ知的にかいた。伝
統的なもの を否定 して寓話を作 り上げた。(世界の否定一 「S.カ ルマ氏」、認識変革の夢の肯定
一 「バベルの塔の狸」)。 ドクメンタルな素材で科学的な未来像を造 り、未来によって現在 を照 ら
そうとするSF風 な手法を見出 した。意識変革に重点を置いた。




















品に大 きい。それはともか くとして 「S.カ ルマ氏の犯罪」などでは知的ゲームが多 く見 られ 「壁」
という作品により、まだ若い安部は、戦後世代を代表する最 も主要な、アヴァンギャル ドの作家
で絶えない実験をつづけたのである。
・一番 いい小 説 「砂 の女」
「砂の女」のシムボルは、一般論としては、民族あるいは国家の所属 ということにかかわりな
く、じぶんの運命の比喩として読み取ることが出来よう。戯曲 「友達」 と同じように、無理に、
幸福 を人に強制 しようとする集団のい う幸福 を拒否するという問題が含 まれている。「密会」そ
の他の作品においても同 じように多重層で他義的なシムボル構造が働いている。まず極限状況に
おかれている主人公は、目的に近づこうとすればするほど目的から遠ざかっていく。このように
拡大する距離は主人公の意志にもかかわらず一 「燃えつきた地図」や 「密会」が もっとも典型的
であるかもしれない一時間と空間をダイナ ミックに躍動させる原因にもなっている。読者の追っ









(頭脳)で 改造 された言葉を厳 しい理知的な規律に服従させた。安部は、本当の練金術師(ア ル
ケ ミス ト)に なって、その実験室では、〈物〉 を分解 してその部分(元 素)を 改めて結合 させて







さまよっていた。新 しい秩序を発見することが出来ると思って、そのカオス(混 沌)の 迷路から
でなかった。出ようとしなかったようである。まず思考 と 〈もの〉のカオスを整理 しようとした。
危機の状態中世界の中を把握 しようとしてその危機状態の意味を整理することが出来ずに終わっ
た。
「箱男」(1973)を はじめ、「方舟さくら丸」(1984)、 「カンガルー ・ノー ト」(1991)、 「飛ぶ男」
(1993)ま での世界の開発されたことばとイメージの宝庫の結果に終わった。小説のなかの世界
構造は、理知遊技のようなもので終わった。以上の小説は考えることの出来るような機械とでも
いえる者たちを描 く生産としてのこった。「カンガルー ・ノー ト」や 「飛ぶ男」などのなかの空
想は、現代読者を感動 させないのである。それはロボットか人間の突然変異体の悪夢のような未
来(現 在 を含めるか)の 世界である。安部の主人公たちは、文明の分泌する危険物に汚染させて
変身して苦 しんであるのである。そういうわけで安部の文学言葉の改革の闘争は失敗に終わった
と思う。その練金術の実験室で創造 した言葉 を使 って 「砂の女」に次 ぐ大傑作を造 りえなかった
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